別紙①

交通安全施設整備等、要望取りまとめについての留意事項
１　要望全体について

・要望理由は具体的に記入してください。

・必ず地区で協議し、地区全体の要望としてあげてください。その場合、自治委員さんも参加していただきますようお願いします。

２　交通規制要望について

　　交通規制は、長野県公安委員会の管理下にあり、交通の流れが安全かつスムーズにいくような道路環境整備に重点をおいています。よって次の点に留意し取りまとめを行ってください。それぞれに、車両通行量・道路横断需要・道路幅員等、さまざまな基準があり、一概に、設置する・しないの是非は問えませんが、事故のない安全で快適な道路環境を作り出す上で、規制に縛り付けるのではなく、交通渋滞を緩和し、スムーズな交通の流れが実現できるような環境づくりをするように見直されます。

（１）信号機について

・道路幅員はセンターラインが入り、大型車がすれ違い可能な交差点とする。

・交差角が直角又はそれに近いこと。

・交差点への進入路が直線で見通しに問題がないこと。

・歩行者の待ち場があり安全が確保できること。

・信号柱の建柱場所があること。

・上記基準に満たないものについては交差点改良等の整備が必要。

・交通量調査を実施し、要望書に記入してください（ピーク時1時間）。

（２）横断歩道について

・歩行者の待ち場があり安全が確保できること。

・道路幅員が５．５ｍ以上とする。

・車両交通量が頻繁で、横断者も多いこと。

・道路が直線（横断歩道の前後最低５０ｍずつ）で見通しに問題がないこと。

（３）一時停止について

・一定の交通量があること。

・交差道路幅員が同程度であること（優先道路が明確な場所は設置できません）。

・標識の建柱場所があること
３　施設設置（新規）又は修繕要望について

　　必ず設置希望場所の土地所有者の方に同意を得た上で要望してください（設置希望場所が官地の場合は直近居住者の同意）。

（１）カーブミラー設置

・設置場所が確保出来ること。

（２）防護柵設置

・井水や河川等のガードレール等設置を希望する場合、関係団体（井係）等に協議のうえお願いします。
・道路幅が確保出来ること。

・落差が設置理由となる場合は落差が２ｍ以上あること。

・通学路等の場合は学校とも協議を願います。（通学路は教育委員会管理のため）

（３）道路標示（中央線、外測線、進行方向等）

　　・外測線の場合、道路幅が確保出来ること。

（４）道路照明灯設置

・横断歩道や交差点を照らすためのものです。（防犯灯ではありません）

・田畑や住宅地の近くへの設置は困難です（照度が強いため）。

・近隣の住民（畑等の所有者含む）の同意を得たうえで要望してください。

